
 

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、≪香川県専修

学校各種学校連合会≫が実施した令和６年度「専修学校の国際化推進事業」の成果物で

す。 

  



 

令和6年度 
「専修学校の国際化推進事業」 

香川県における専門学校留学生の学び・定着に向けた支援推進事業 

 
 

 

 

 

 

 

日本語学習支援報告書 
 

令和7年２月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県専修学校各種学校連合会 
 

 

 

  



 

海外学生向け「日本語学習支援プログラム」開発 

 
概要 

 

JLPT N2の取得を目指した学習支援プログラムのプロトタイプの開発 

１回１８問、全３０回 

レベル・内容はN2に準ずる。 

 

プレ実証 

 

介護実習中の留学生を対象に問題レベルをはかると共に、実習中の日本語学習の実行

可能性を検証した。 

 

教材の特徴 

 

インプットした単語・用法を２週間以内にアウトプットし続ける、反復学習をベース

に作成。 

 

３０回のドリル中５回類似問題を出題しているため、最初は解けなかった問題も最終

的に解ける達成感を感じることができるように作成した。これにより、毎日の学習習

慣を定着させることをめざしている。 

 

教材サンプル（別冊成果物参照） 

 

 
  



 

プレ実証の概要 

 

実習中は、決まった時間にドリルを行うことができないので、グーグルフォームで

スマホやタブレットで空いた時間に回答できるようにした。 

 

 
  



 

 
  



 

回答状況は、スプレッドシートで誰でも閲覧できるようにした。 

 

 
 

 
  



 

実習中のN2試験対策はスケジュール化し学習習慣をつけるようにした。 

※問題はスケジュール通り解き、他の日にまとめて解かないことを徹底した。 

 

 
  



 

2-6 プレ実証の結果と分析 

 

プレ実証は実習生16人を対象に行った。 

 

 
 

 

①得点の高い留学生は、学習が継続できている。 

 

②得点の高い留学生は、夜間に学習している。 

 

③実習中の留学生の学習時間帯は、実習終了直後の15時～16時

台が最も多く、次いで22時～23時台が多かった。 

 

④実習中の日本語学習は継続が困難で、継続できる留学生は2割に

満たない。 

 

⑤２週間反復学習をすることにより、学習成果（得点）が約20％

向上した。 



 

 


